心に残る文化財子ども塾学習活動案
日時　：平成27年6月11日（木）２～４校時
対象　：浜田市立原井小学校6年生（30名）
場所　：原井小学校
指導者：原井小学校教諭2名

　　　　埋文センター職員１名
１．主題
　　　ふるさと原井の歴史を知ろう、体験しよう
２．ねらい
身近な地域に残っている遺跡や文化財を知り、体験活動を行ったりすることを通して、昔の人々のくらしの様子を想像し、自分たちの地域や生活の歴史的背景に関心を持つ。
３．展開
	学習活動
	指導者の支援および留意点
	準備等
	時間

	1 学習の見通しを持つ
【担当：原井小教諭】
	○ゲストティチャーを紹介する。
○学習の予定を伝え、これまでの学習をふりかえる
	
	9:35
（10分）


	2 浜田の歴史についての話を聞き、遺物から、古墳時代の遺物の一つとしてまが玉があることを知る。
勾玉作り
　　　　　◇導入
　　　　　◇解説
【担当：埋文センター】
	○勾玉作りの体験活動への意欲を高めるために県内の古墳などで勾玉類が出土している話を聞かせたり、古墳時代のガラス玉の希少性について話をしたりする。
○勾玉の意義や価値が分かるように資料を使って話をする。
○体験への意欲を高めるために、浜田にも出土しているものがある話をしたり、実物に触れられたりするようにする。
	・解説資料

（ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ使用）
・配布資料

・遺物（陶磁器等）
・遺跡出土の玉類
	9:45
（30分）

	 　遺物に触れる
	
	
	10:15

	④勾玉作りに挑戦する
　◇作り方の説明
　◇製作
　◆磨き
　◆完成（写真撮影）
　
　
	○安全に行えるよう、正しい道具の使い方を指導する。
○完成までの十分な時間を確保していないので、一定の形になるまで配慮すると共に、事後の取り組み方について注意点を伝えておく。
○完成した子から貫頭衣を着て作った勾玉と一緒に写真を撮るように見通しをもたせておく。
	・勾玉作りに必要
　な道具類

	10:30

（90分）



	⑤学習をふり返る。
	○感想を発表し、活動をふり返る。
○アンケートを記入する。
	・アンケート用紙
	12:00


４．準備物
　○学　校： PC（パワーポイント・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ・スクリーン）
○児　童：軍手、筆記用具、体操服（汚れてもよい服）
　○センター：資料、遺物、勾玉づくりセット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

